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小林純教授の略歴および業績
1950年５月17日生
学 歴    年３月 新潟県立高田高等学校卒業    年４月 東京都立大学経済学部経済学科入学    年３月 東京都立大学経済学部経済学科卒業    年４月 立教大学大学院経済学研究科経済学専攻修士課程入学    年３月 立教大学大学院経済学研究科経済学専攻修士課程修了    年４月 立教大学大学院経済学研究科経済学専攻博士課程入学    年  月 休学 (立教大学学生国際交流制度にて西独テュービンゲン大学留学)    年９月 復学    年４月 立教大学大学院経済学研究科経済学専攻博士課程単位取得退学
学 位    年３月 経済学修士 (立教大学)
職 歴    年４月 立教大学経済学部助手 (～    年３月)    年４月 高千穂商科大学商学部専任講師    年４月 高千穂商科大学商学部助教授 (～    年３月)    年４月 立教大学経済学部経済学科助教授    年４月 立教大学経済学部経済学科教授 (～    年３月)
(在外研究)    年４月 ヴィーン労働者運動史協会訪問研究員 (～    年３月)    年  月 グラーツ大学シュンペーター・センター訪問研究員 (～    年  月  日)
   
学内職務    年４月 ランゲージセンター長 (～    年３月)    年４月 全学共通カリキュラム運営センター言語部会長 (～    年３月)    年４月 全学共通カリキュラム運営センター言語部会長 (～    年３月)    年４月 経済学部長 (～    年３月)    年７月 立教学院評議員 (～    年６月)    年４月 人権・ハラスメント対策センター副センター長 (～    年３月)    年４月 日本語教育センター副センター長 (～    年３月)
兼任 (非常勤) 講師    年  月 横浜国立大学経済学部 (社会科学概論,     年３月まで)    年４月 立教大学経済学部 (社会思想史 (通年), 演習 (後期),     年３月まで)    年４月 横浜国立大学経済学部 (社会科学概論,     年３月まで)    年４月 横浜市立大学商学部 (世界史概説,     年３月まで｡ 外国書研究  (独語),    年３月まで)    年４月 横浜市立大学大学院経済学研究科 (原典講読   (独語),     年３月まで)    年２月 東京都立大学経済学部 (社会思想史特講, 集中講義：    年３月まで)    年４月 横浜市立大学国際文化学部 (社会史概論 ,     年３月まで)    年  月 東京都立大学経済学部 (社会思想史特講, 集中講義：  月まで)    年４月 福島大学経済学部 (経済学特講, 集中講義：    年９月まで)    年９月 東京都立大学経済学部 (社会思想史,     年３月まで)    年４月 東京都立大学経済学部 (社会思想史, 前期集中：    年９月まで)    年４月 横浜市立大学大学院経済学研究科 (経済学特殊問題研究,     年３月まで)    年４月 横浜国立大学経営学部 (社会科学概論,     年３月まで)    年４月 横浜市立大学商学部 (社会史概論 , ドイツ学特論,     年３月まで)    年４月 東京女子大学文理学部 (前期：経済史, 後期：経済学史､     年３月まで)    年  月 放送大学教養学部 (面接授業： ｢営利と倫理：スミスとヴェーバー｣, 継続中)    年４月 立教大学経済学部 (ゼミナール ,     年３月まで)
立教経済学研究 第  巻 第３号     年   
業績一覧
単 著
１. 『マックス・ヴェーバーの政治と経済』 白桃書房,         ５      
２. 『ヴェーバー経済社会学への接近』 日本経済評論社,         ５      
３. 『研究室のたばこ―経済思想史の周辺で』 唯学書房,         ６      
４. 『ドイツ経済思想史論集Ⅰ』 唯学書房,         ６      
５. 『ドイツ経済思想史論集Ⅱ』 唯学書房,         ６      
６. 『マックス・ヴェーバー講義』 唯学書房,         ６      
７. 『ドイツ経済思想史論集Ⅲ』 唯学書房,         ６      
８. 『続ヴェーバー講義 政治経済篇』 唯学書房,         ６      
共編著
１. 福井守・八木沢秀記・小林純編 『スポーツとその周辺』 高千穂商科大学総合科目研究会,       執筆部分 ｢遊びとスポーツ｣       ‒    
２. 住谷一彦・田村信一・小林純編 『ドイツ国民経済の史的研究─フリードリヒ・リストか
らマックス・ヴェーバーへ─』 御茶の水書房,         執筆部分 ｢ワルター・ロッツ
の経済政策観｣       ‒    
３. 田中豊治・柳沢治・小林純・松野尾裕編 『近代世界の変容―ヴェーバー・ドイツ・日本
―』 リブロポート,        執筆部分 ｢経済統合の系譜―ナウマン 『中欧』 論によせ
て―｣      ‒    
４. 宇都宮京子・小林純・中野敏男・水林彪編 『マックス・ヴェーバー研究の現在』 創文社,
(       ) 執筆部分 ｢資本の増殖欲求と労働｣      ‒   
共著 (分担執筆)
１. 住谷一彦・小林純・山田正範 『マックス＝ヴェーバー 人と思想』 清水書院,        
執筆部分 ｢   ヴェーバーとドイツ帝国｣      ‒    (新装版 [一部改訂]        )
２. 大田一廣・鈴木信雄・高哲男・八木紀一郎編 『経済思想史─社会認識の諸類型─』 名
古屋大学出版会,        執筆部分 ｢カール・クニース─ドイツ歴史学派の倫理的経
済思想─｣       ‒    (一部改訂のうえ, 同編 『新版経済思想史』             ‒   
に収録)
３. 八木紀一郎・住谷一彦編 『歴史学派の世界』 日本経済評論社,        執筆部分 ｢エ
ミール・レーデラーの位置をめぐって｣       ‒    
４. 老川慶喜・小笠原茂・中島俊克編 『経済史』 東京堂出版,        執筆部分 ｢第６
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章 帝国主義の時代｣       ‒    ｢資本主義の精神｣      ‒   ｢貧困｣       ‒    




７. 八木紀一郎編 『経済思想７ 経済思想のドイツ的伝統』 日本経済評論社,        執
筆部分 ｢  ヴェーバー―宗教と経済―｣       ‒    
８.                                                                                                                     
執筆部分                                    ‒   
論文等 (単著論稿)
１. 研究ノート：シャハトの ｢新計画｣ ―統計にみる戦前ナチス期の貿易構成―, 『立教経
済学論叢』   号,          ‒    
２. 研究ノート：ヴェーバー・ノート― 『科学論』 覚書― (正) (続), 『立教経済学論叢』  号,          ‒     号,         ‒   
３. マックス・ヴェーバーのドイツ第二帝政社会批判 (１) (２) (３), 『立教経済学研究』  巻１号,          ‒      巻２号,          ‒      巻３号,           ‒    
４. ドイツ機械制綿工業における労働力の編成と選択について―Ｍ・ベルナイスの社会政策
学会調査報告 (    年) ―, 『立教経済学研究』   巻３号,           ‒    
５. ドイツ近代史における知識人エリート, 『高千穂論叢』 昭和  年度 (２)          ‒    
６. ヴェーバー理念型ノート, 『高千穂論叢』 昭和  年度 (１)          ‒    
７. ドイツ銀調査委員会と ・ロッツ, 『高千穂論叢』 昭和  年度 (２)          ‒   
８. ｢職業としての学問｣ によせて, 『情況』     年６月号, 情況出版,         ‒   
９. 不確実性, 秩序, 倫理―最近のドイツ経済学史の研究から―, 『季刊経済と社会』   ,
時潮社,         ‒     . 大塚久雄と戦後の ｢近代｣ 意識, 『神奈川大学評論』   ,         ‒     . 社会化と労働者運動―    年代ヴィーンのノイラート―, 『立教経済学研究』   巻３号,      １‒     . クニース経済学におけるアナロギーとジッテの位置価, 『立教経済学研究』   巻１号,        ‒     .     年代ヴィ―ンの住宅建設―ノヴィーとノイラート―, 『立教経済学研究』   巻３号,
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        ‒      . マックス・ヴェ―バ―研究の現在, 『経済学史学会年報』   号,        １‒     . マックス・ヴェーバーの   編纂, 『立教経済学研究』   巻１号,          ‒      . ヴェーバー経済社会学の若干の考察, 『立教経済学研究』   巻４号,         ‒     . ヴィーン住宅建設史のひとこま (上) (中) (下), 『社会主義』    号,          ‒       号,           ‒       号,          ‒     . 幸福学者ノイラート―知識と実践―, 『立教経済学研究』   巻４号,         ‒     . 自由のプロジェクト―ヴェーバー経済社会学の見方―, 『現代思想 総特集マックス・
ウェーバー』   月臨時増刊 (  巻  号), 青土社,           ‒      .   世紀ドイツの経済学観―シェーンベルク版ハンドブックをめぐって―, 『立教経済学
研究』   巻２号,           ‒      . 二つの ｢工業労働者問題｣ 項目―シェーンベルク版ハンドブックをめぐって―, 『立教
経済学研究』   巻３号,         ‒     . ドイツの ｢中欧｣ 構想―経済思想史の視点から―, 『思想』 岩波書店,     年４月号：  ‒  .  . 新自由主義について, 『立教経済学研究』   巻１号,         ‒     . ヴェーバーの音楽研究について―テクストをめぐる諸事情―, 『立教経済学研究』   巻
１号,         ‒     . ドイツ語圏における経済学史叙述の展開―経済学史成立の背景, 『経済学史研究』   巻
１号,         ‒     . 研究ノート：ノイラート研究の新たな展開―桑田学著 『経済的思考の転回』 によせて―,
『立教経済学研究』   巻４号,           ‒      . 研究ノート：社会思想とマックス・ヴェーバー研究, 『立教経済学研究』   巻４号,           ‒    
翻 訳
１. アブラモフスキー ｢古典古代の都市と中世の都市｣, 『立教経済学論叢』 ７号,          ‒    
２. ユルゲン・コッカ 『マックス・ヴェーバー─西ドイツの研究動向─』 未來社,           (共訳書, 共訳者：住谷一彦.     年 『[新版] ヴェーバー論争』 と改題)
３. トレルチ ｢ストア的＝キリスト教的自然法と近代的世俗的自然法｣, 『トレルチ著作集第
７巻 キリスト教と社会思想』 ヨルダン社,          ‒    (住谷一彦と共訳)
４. ヴェーバー ｢トレルチ報告に関する討議発言 (第一回ドイツ社会学会)｣, 『立教経済学
論叢』   号,         ‒   
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５. デーヴィド・ビーサム 『マックス・ヴェーバーと近代政治理論』 未來社,             (共訳書, 共訳者：住谷一彦)
６. テンブルック ｢マックス・ヴェーバーの宗教社会学―過去と現在―｣, 『聖学院大学総合
研究所紀要』 第２号,          ‒   
７. アイゼンシュタット 『文明形成の比較社会学』 未來社,            (共訳書, 共訳
者：梅津順一, 田中豊治, 柳父圀近)
８. ヴォルフガンク・モムゼン 『マックス・ヴェーバーとドイツ政治    ～       』 未
來社,            (共訳書, 共訳者：安世舟, 五十嵐一郎, 牧野雅彦)
９. テンブルック ｢マックス・ヴェーバーとエードゥアルト・マイアー｣, モムゼン他編
『マックス・ヴェーバーとその同時代群像』 鈴木・米沢・嘉目監訳, ミネルヴァ書房,         ‒      . テンブルック 『マックス・ヴェーバーの業績』 未來社,            (共訳書, 共訳
者：住谷一彦, 山田正範)  . キース・トライブ ｢ポリティカル・エコノミーの歴史主義化｣, 住谷一彦・八木紀一郎
編 『歴史学派の世界』 日本経済評論社,          ‒      . キース・トライブ 『経済秩序のストラテジー』 ミネルヴァ書房,             (共訳
書, 共訳者：手塚真, 枡田大知彦)  . ヨアヒム・マッテス ｢社会史か世界史か？｣, 鈴木・山本・茨木編 『歴史社会学とマッ
クス・ヴェーバー (下)』 理想社,          ‒      . ヘルマン・シューマッハー ｢マックス・ヴェーバー｣, 『立教経済学研究』   巻３号,         ‒      . カール・アッハム ｢ドイツ語圏社会学の初期の活動の場としてのヴィーンとグラーツ｣,
茨木竹二編 『ドイツ社会学とマックス・ヴェーバー』 時潮社,          ‒   
書 評
１. 上山安敏 『ウェーバーとその社会』, 『社会科学の方法』 御茶の水書房,    号,       
７‒  
２. 田村信一 『ドイツ経済政策思想史』, 『歴史学研究』 青木書店,    号,          ‒   
３. ブロイアー 『規律の進化』, 『社会経済史学』   ‒           ‒    
４. 小林昇・杉山忠平 『西洋から西欧へ』, 『週刊読書人』     年１月  日号 
５. リハ 『ドイツ政治経済学』, 『経済学史学会年報』 (     )               
６. 田村信一 『グスタフ・シュモラー研究』, 『経済学史学会年報』               
７. 鳥越輝昭 『ヴェネツィアの光と影―ヨーロッパ意識史のこころみ―』, 『神奈川大学評論』              
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８. 相田慎一 『カウツキー研究』, 『土地制度史学』             ‒   
９. 梅津順一・諸田實編著 『近代西欧の宗教と経済―歴史的研究―』 『神奈川大学評論』              ‒      . 松野尾裕 『田口卯吉と経済学協会』, 『土地制度史学』             ‒     . 山田高生 『ドイツ社会政策史研究』, 『土地制度史学』             ‒     .                                  , 『三田学会雑誌』   ‒           ‒      . コールバーグ 『マックス・ヴェーバーの比較歴史社会学』, 『週間読書人』     年  月  
日号   . 長部日出夫 『二十世紀を見通した男―マックス・ヴェーバー物語―』, 時事通信社     
年７月 (諸地方紙に配信)  . 橋本＋橋本＋矢野 (編) 『マックス・ヴェーバーの新世紀』, 『週間読書人』     年３月
９日号   . 山之内靖 『日本の社会科学とヴェーバー体験』, 『土地制度史学』             ‒     . マックス・ヴェーバー関連書４冊 『週間読書人』     年２月  日号   . 尾近・橋本編 『オーストリア学派の経済学―体系的序説―』, 『社会経済史学』   ‒           ‒      .           ‒                                                        ‒    , 『経済学史学会年報』              ‒      . 柳澤治 『資本主義史の連続と断絶―西欧的発展とドイツ』, 『経済学史研究』 (     )  ‒           ‒     . 井上琢智 『黎明期日本の経済思想―イギリス留学生・お雇い外国人・経済学の制度化―』,
『大学史研究』              ‒      .                                                              
『経済学史研究』   ‒ ,          ‒      . 藤本建夫 『ドイツ自由主義経済学の生誕―レプケと第三の途』, 『経済学史研究』   ‒           ‒      . 桑田学 『経済的思考の展開―世紀転換期の統治と科学をめぐる知の系譜』, 『経済学史研
究』   ‒           ‒    
その他
１. その他) ｢エミール・レーデラーのこと｣, 『創文』 創文社,    号,       １‒  
２. 事典項目) ｢経済社会学｣ ｢古代国家｣ 他, 『社会学事典』 弘文堂,       
３. 資料) ｢マックス・ヴェーバー伝の改訂 (正) (続)｣, 『高千穂論叢』   巻３号,       
小林純教授の略歴および業績    
   ‒      巻１号,          ‒    
４. その他) ｢住谷一彦先生の人と学問｣, 『立教経済学研究』   巻３号,          ‒    
５. 事典項目) ｢家共産制｣, 比較家族史学会編 『事典・家族』 弘文堂,       
６. 辞典項目) ｢マックス・ヴェーバー｣ ｢クニース｣ 他, 経済学史学会編 『経済思想史辞典』
丸善,       
７. コメント)                                                                                              (  ‒           )        ‒   
８. その他) ｢故高橋和男氏の人と学問｣, 『立教経済学研究』   巻２号,           ‒    
９. その他) ｢大塚勇一郎教授記念号によせて｣, 『立教経済学研究』   巻２号,         ‒    . その他) ｢小松善雄教授記念号によせて｣, 『立教経済学研究』   巻４号,        ‒    . 資料紹介) ｢オットー・ノイラート｣, 『立教経済学研究』   巻４号,         ‒     . その他) ｢マックス・ヴェーバー｣ (温経知世      ) 『エコノミスト』 毎日新聞社,           ‒     . 資料紹介) ｢ヨーゼフ・アロイス・シュンペーター 『思想家カール・マルクス』｣, 『立教





経済学史学会会員：編集委員 (     ～     ), 幹事 (     ～     ).
社会活動
かわさき市民アカデミー：講師 (    年度後期, 現代事情コース ｢ピケティ著 『  世紀の資
本』 の意味を考える｣ 担当).
立教経済学研究 第  巻 第３号     年   
